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１．地震活動の概要

　神奈川県温泉地学研究所は、箱根火山地域で地震の観測を１９６０年から約４０年続けていま

す。これまでもしばしば群発的な地震活動を記録してきましたが、２００１年６月中旬から中

央火口丘北側の大涌谷付近を中心に地震が多発しました。

　この地震活動は６月１２日から約４ヶ月間続きました。６月下旬から７月下旬までの約

１ヶ月間がもっとも活発な時期でした。その後、地震活動は８月中旬には低下し、１０月初

旬には終息しました（図１）。

　地震発生回数は、マグニチュ－ドの小さい地震も含めると６月１２日から１１月末までに

１５，８１６回に達しました。そのうち、震源が決定できたマグニチュ－ド１以上の地震は３７４

個で、ほとんどはマグニチュ－ド１以下の極微小地震でした。

　最大地震は７月２１日１１時４０分大涌谷付近の深さ１㎞ で起こりました。マグニチュードは

２．９と小さかったのですが、震源が浅いため震源直上付近に位置する箱根町立大涌谷自然

科学館の計測震度計では震度３を観測しました。この計測震度計では、６月１２日から１１月末

までに記録された有感の地震回数は３２回でした。これらの有感地震に対する破損などの被

害は報告されておりませんが、ロープウェイやホテルのエレベーターが有感地震発生にと

もない一時停止しました（表１）。

２００１（平成１３）年箱根火山の群発地震活動について

棚田俊收＊、代田　寧＊、伊東　博＊、袴田和夫＊２

図１　日別地震発生数と累積地震数（２００１年６～１１月）

＊       神奈川県温泉地学研究所　　〒２５０－００３１　神奈川県小田原市入生田５８６　
＊２   箱根町立大涌谷自然科学館　〒２５０－０６３１　神奈川県足柄下郡箱根町仙石原１２５１
報告，神奈川県温泉地学研究所観測だより，通巻第５２号，１‐４，２００２．
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２．震源分布の概要

　図２に震源分布（６月１日～１２月３１日）を示しました。地震は大涌谷を中心に南北方向に

帯状を分布していることがわかります。その長さは約４㎞、幅は１㎞ 程度でした。図２の

背景地形図からみてわかるように、この帯状分布の両端は中央火口丘の北端と南端に一致

しており、今回の群発地震が箱根火山の活動と深い関係があることを示唆しています。

　帯状分布の深さについて特徴を述べます。南北断面をみると、震源の深さはおおむね南

側から北側に向かって浅くなっています。詳細に見ると、その深さは、駒ヶ岳直下で約１

～７㎞、大涌谷付近で表層付近～５㎞ 程度、小塚山付近では深さ１～３㎞と変化していま

した。東西断面では、深さ６㎞ から幅１㎞ でほぼ垂直に震源が分布しています。

　一方、この帯状分布とは別に、芦ノ湖北岸付近でも、地震が集中していました。この地

震群は東西方向に分布し、その深さは１～３㎞でした。

図２　震源分布（２００１年１～１２月）
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３．群発地震に伴う有感回数

　６月中頃から、群発地震活動が激しくなるにつれて、仙石原や強羅に住んでいる方々か

ら、「昨日から地震をよく感じるのだが、どうなっているのですか」とか「地震を感じてい

るのに、テレビで放送されないのはどうしてか」などの問い合わせが増えました。人によっ

ては、船に乗っているように一日中揺れたという方もおられました。

　一般に、震度は、気象庁が認定した「計測震度計」という機器を用いて測定します。箱根

火山には湯本の箱根町役場庁舎内に計測震度計が設置されており、県防災局の震度情報テ

レメータシステムによって、震度が監視されています。しかしながら、今回の群発地震活

動はカルデラ内の大涌谷付近のごく浅いところで生じたため、湯本に設置された計測震度

計が有感と認知した地震は１回しかありませんでした。それは、７月２１日１１時４０分に発生

した M２．９の地震です。この地震による揺れは下記のようでした。

①７月２１日　１１時４０分　　M２．９　　　震度２：箱根町、小田原市

　一方、温泉地学研究所は独自に計測震度計（箱根町立大涌谷自然科学館）や加速度計を配

置し箱根カルデラ内の揺れ方を研究しています。それによると、大涌谷自然科学館に設置

した計測震度計は少なくとも３２回の地震を有感と判断しました（表１）。

　大涌谷観測点などに設置した加速度計では、１ミリガル以上の揺れを発生させた地震は

１４３回（計測震度計３２回を含む）確認できました。１ミリガル以上の揺れとは、１９９６（平成８）

年に震度の測定方法が改訂される以前では、震度 l にほぼ相当する揺れです（気象庁、１９９６）。

これらの計測震度計や加速度計データから考えると、正確な震度はわかりませんが、群発

地震発生域近傍では人が感じたであろう地震が少なくとも１００回以上はあったと考えられ

ます。

４．温泉地学研究所の対応

　温泉地学研究所の臨時地震情報部会は、県内で震度４以上の有感地震や箱根火山で群発

地震活動が発生した場合などに対応するためにマニュアルにもとづいて開催されること

になっています。このマニュアルにもとづいて、臨時地震情報部会は、６月１３日から速報

７６号の１～４報を、同月２０日から１０月末までの約４ヶ月間に速報７７号１～１０５報の速報を、

神奈川県防災局や横浜地方気象台、地元市町などに報告しました。また、第９０回火山噴火

予知連絡会にも資料を提出しました。

５．まとめ

　現在のテレメータ観測を開始した１９８９（平成元）年４月以降、最大地震数の群発地震活動

が発生しました。

（１）　地震活動は６月１２日から１０月初旬までの約４ヶ月間続きました。

（２）　最大地震は７月２１日１１時４０分に発生したマグニチュード２．９の地震でした。

（３）　地震の発生回数は６月１２日から１１月末までに１５，８１６回に達しました。ほとんどは、

　マグニチュード１以下の極微小地震でした。

（４）　気象庁が発表した有感地震は、７月２１日１１時４０分（M２．９）１回だけでした。
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表１　計測震度計及び加速度計に記録された地震一覧
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